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清秀 Ｃ日程 理科 解答解説 

 
【正 解】問１ (エ)  問２ 2.4 秒  問３ おもりの重さ  問４ ふりこの長さ  問５ ㋑，㋕ 

問６ 1.7 秒  問７ 11cm  問８ 12cm  問９ 14cm  問10 270ｇ 
問11 23cm  問12 360ｇ  問13 600ｇ 

【解 説】 
問１，問２ ふりこが１往復する時間は，ふりこがふれ始めてから，反対側のはしまでふれてもとの位置へもどってく

るまでの時間である。ふりこが１往復する時間は，ふりこが 10 往復する時間を数回はかり，その平均を求めて，

それを 10 でわって求める。図１のふりこが 10 往復する時間の平均は，(24.3＋23.8＋23.9)÷3＝24.0〔秒〕だか

ら，１往復する時間は，24.0÷10＝2.4〔秒〕である。 
問３ ㋒と㋔のふりこは，ふりこの長さとふれはばが同じで，おもりの重さがちがう。１往復する時間はどちらも 1.4

秒なので，おもりの重さがちがってもふりこが１往復する時間は変わらないことがわかる。 
問４ ㋐と㋓のふりこは，おもりの重さとふれはばが同じで，ふりこの長さがちがう。１往復する時間は長さが 25cm

の㋐が 1.0 秒，長さが 50cm の㋓が 1.4 秒なので，ふりこの長さが長いほど１往復する時間が長いことがわかる。 
問５ おもりの重さとふれはばが同じで，ふりこの長さがちがうのは，㋑と㋕のふりこである。 
問６ ふりこが１往復する時間は，ふりこの長さによって決まる。表より，ふりこの長さが 100cm のときの１往復す

る時間は 2.0 秒だから，おもりがＡ→Ｂと動く時間は，2.0÷4＝0.5〔秒〕である。また，おもりがＢ→Ｃ→Ｂと動

くときは，ふりこの長さが 50cm になる。表より，ふりこの長さが 50cm のときの１往復する時間は 1.4 秒だから，

おもりがＢ→Ｃと動く時間は，1.4÷4＝0.35〔秒〕である。よって，おもりがＡ→Ｂ→Ｃ→Ｂ→Ａとふれるのにか

かった時間は，0.5＋0.35＋0.35＋0.5＝1.7〔秒〕となる。 
問７，問８ グラフより，ばねＡにおもりをつり下げないときの全体の長さは 11cm，60ｇのおもりをつり下げたとき

の全体の長さは 12cm である。 
問９ グラフより，おもりをつり下げないときのばねＢの全体の長さは６cm で，30ｇのおもりをつり下げると１cm の

びることがわかる。したがって，ばねＢに 240ｇのおもりをつり下げると，240÷30＝8〔cm〕のびるから，ばね

Ｂの全体の長さは，6＋8＝14〔cm〕になる。 
問10 グラフより，ばねＡは 60ｇのおもりをつり下げると１cm のびることがわかるので，ばねＡに 240ｇのおもりを

つり下げると，240÷60＝4〔cm〕のびて，全体の長さは，11＋4＝15〔cm〕になる。ばねＢの全体の長さが 15cm
になっているとき，ばねＢは，15－6＝9〔cm〕のびている。よって，ばねＢにつり下げたおもりの重さは，30×9
＝270〔ｇ〕である。 

問11 ばね全体の長さは，ばねＡとばねＢにそれぞれ 120ｇのおもりをつり下げたときのばねＡの全体の長さとばねＢ

の全体の長さの和になる。よって，グラフより，ばね全体の長さは，13＋10＝23〔cm〕である。 

問12 おもりをつり下げないときのばねＡとばねＢの全体の長さの和は，11＋6＝17〔cm〕だから，ばねＡののびとば

ねＢののびの和は，35－17＝18〔cm〕である。また，ばねＢに 120ｇのおもりをつり下げたときのばねＡとばね

Ｂののびの和は，23－17＝6〔cm〕である。よって，ばねＢにつり下げたおもりの重さは，120×18
6  ＝360〔ｇ〕

である。 
問 13 おもりをつり下げていないときのばねＡ，Ｂの全体の長さの差は，11－6＝5〔cm〕で，ばねＡ，Ｂにそれぞれ

120ｇのおもりをつり下げたときのばねＡ，Ｂの全体の長さの差は，13－10＝3〔cm〕である。つまり，ばねＡ，

Ｂの全体の長さの差は，120ｇのおもりをつり下げることによって，5－3＝2〔cm〕縮まる。よって，５cm の差を

縮めるには，ばねＡとばねＢに，それぞれ，120×5
2 ＝300〔ｇ〕のおもりをつり下げるとよい。図 7 のようにば

ねＡとばねＢをとりつけた棒の中央におもりＸをつり下げると，ばねＡ，Ｂのそれぞれにはたらく重さは，おもり

Ｘの重さの
1
2 になるので，おもりＸの重さは，300＋300＝600〔ｇ〕である。 

 
【正 解】問１ (イ)  問２ Ｆ  問３ (ア)  問４ 右図  問５ (ウ)  問６ (ウ) 

問７ (イ)  問８ (ア)，(エ)  問９ 星の表面の温度がちがうから。 
問10 午後 11 時  問11 地球が自転しているから。  問12 Ａ  問13 (エ) 

【解 説】 
問１ 電灯は太陽を，ボールは月を表し，月の位置が変わると，月が太陽の光を受けて光っている部

分の見え方が地球(観測者)からどのように変わるかを調べる。 

問２，問３ ボールがＥにあるときは，観測者からはボールの光が当たっている部分がすべて見えて，満月の形になる。

その後，ボールをＦ，Ｇ，Ｈと動かしていくと，ボールの光が当たって明るく見える部分は右側から少しずつ欠け

ていき，Ｆでは図２のような形に，Ｇでは左半分が光った形に見える。 

問４ 夕方，南の空の高いところに見える月は，右半分が光った半月である。 

問５ 同じ時刻に見える月の位置は，西の空の低いところから南の空の高いところを通って，東の空の低いところへ動

いていくように見える。 

問６ 月は約１か月で地球のまわりを１周するので，約１か月たつと地球から見た月と太陽の位置関係が同じになり，

月の形が同じに見える。 
問７，問８ オリオン座の２つの１等星のうち，青白色の星Ｘをリゲル，赤色の星Ｙをベテルギウスという。ベテルギ

ウスと，おおいぬ座のシリウス，こいぬ座のプロキオンは，冬の大三角をつくる星である。 

問９ 星の色は，表面の温度によってちがう。赤く見える星は表面の温度が低く，青白く見える星は表面の温度が高い。 

問10 東の空の星は，時間がたつにつれて南の空へと動いていく。よって，観察を行った日の午後７時にはＣの位置に，

午後９時にはＢの位置に，午後 11 時にはＡの位置に見えたことがわかる。 

問11 星座や星が時間がたつにつれて東から西へ動いて見えるのは，地球が西から東へ自転しているからである。 

問12 観察を行った日の午後７時にＣの位置に見えたオリオン座が，１か月後の午後７時にはＢの位置に見えたことか

ら，同じ時刻に見えるオリオン座の位置は，１か月で 30°東から西へ動いていることがわかる。よって，２か月後

の午後７時にはさらに 30°西へ動いてＡの位置に見える。 

問13 問12より，観察を行った日から 10 か月後の同じ時刻に見えるオリオン座の位置は，30°×10＝300°動いてい

るので，10 か月後の午後 11 時には，Ａの位置から 300°動いてＣの位置に見える。また，観察の結果から，同じ

日のオリオン座は２時間で 30°西へ動いて見えることがわかる。よって，10 か月後にＢの位置に見えるのは，午

後 11 時にＣの位置に見えてから２時間後の午前１時である。 

 
【正 解】問１ ろ過  問２ 水よう液は，ガラス棒を伝わらせて入れる。  問３ ホウ酸  問４ (イ) 

問５ (ウ)  問６ 23.1％  問７ 水よう液の水を蒸発させる。 
【解 説】 
問１，問２ 液体と固体が混ざったものをろ紙でこして，液体と固体を分ける操作を，ろ過という。ろうとの中に水よ

う液を入れるときは，ガラス棒の先をろ紙につけ，ビーカーの水よう液をガラス棒に伝わらせて入れる。 
問３，問４ 図１より，ホウ酸は 70℃の水 100ｇにとける量が約 18ｇである。よって，ビーカーＡに入れたものはホ

ウ酸で，30－18＝12 より，約 12ｇの固体がとけ残っていたと考えられる。 
問５ 図１より，20℃の水 100ｇにとける量は，ミョウバンは約 11ｇ，食塩は約 36ｇであり，20℃まで温度を下げる

と固体が出てきたことから，ビーカーＢの液はミョウバンの水よう液であることがわかる。図１で，水の温度を下

げていったとき，ミョウバンが水 100ｇにとける量が 30ｇになるのはおよそ 46℃である。 
問６ ビーカーＣには，水 100ｇに食塩 30ｇがとけた水よう液が入っている。とけているものの重さは 30ｇ，水よう

液全体の重さは，100＋30＝130〔ｇ〕だから，水よう液のこさは，
30
130 ×100＝23.07…より，23.1％である。 

問７ ビーカーＣでは，水の温度を下げても，水 100ｇにとける量よりもとけている食塩の量のほうが少ないので，固

体が出てこない。このような場合，水よう液の水を蒸発させると，固体をとり出すことができる。 

 
【正 解】問１ めしべ  問２ お花  問３ (ア)  問４ (オ)  問５ めしべの先に花粉がつくこと。 

問６ 花がさいたら，花がしおれるまでふくろをはずさない。 
【解 説】 
問１，問２ ヘチマの花のＡの部分はめしべ，Ｂの部分はおしべである。めしべがあるＸの花をめ花，おしべがあるＹ

の花をお花という。 
問３ アブラナの花は，１つの花にめしべとおしべの両方がある。まん中にあるＣがめしべ，そのまわりのＤがおしべ

である。 
問４ トウモロコシ，キュウリ，カボチャは，ヘチマと同じようにめ花とお花の２種類の花がさく。アサガオ，イネ，

エンドウは，アブラナと同じようにめしべとおしべがある花がさく。 
問５ めしべの先の部分におしべの花粉がつくことを，受粉という。 
問６ ヘチマのめ花で，受粉すると実ができ，受粉しないと実ができないことを確かめる実験である。実験の②では花

がさいてからふくろをはずしたため，再びふくろをかぶせるまでの間に自然に受粉したと考えられる。よって，花

がさいてからしおれるまでふくろをかぶせたままにしておくと，受粉せず，その結果，実ができないことが確かめ

られる。 
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